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命を守る病院がブラックで 安心してかかれる？ 
少し前、「南医療生協で定年退職した人が、再雇用パートになったら時給が７８０円なんだって

(*_*)」という話を聞きました。信じられない話でしたが、南医療生協の労働組合のニュースを見

たら、確かに書いてありました。時給７８０円は愛知の最低賃金です。いま労働組合ががんばっ

て、少しずつ改善されていく方向だとききました。あたり前です。最低賃金ギリギリでは「ブラ

ック企業なくせ」と国会で名指しで追及されている企業と同じです。 

 

もっと驚いたのは、南生協病院が清掃を委託している業者は「時給９００円」でパートを募集

しているのです（写真右下）。南生協の直接雇用よりも、委託業者で働く方が時給が１２０円も高

いってどういうことでしょう！？  

労組ニュースによれば、看護師さんたちも、愛知の他の民医連の医療機関と比べ、１年目で５

～６万円、２０年目となると１０万円以上も基本給

が安いというのです。これでは求人をしても人が集

まらないのはあたり前ではないでしょうか。 

 

慢性的な人手不足の南医療生協の職場で、職員の

人たちは「心身ともに疲れ果てている」という人が

５５％を超え、９５％が「疲れている」とアンケー

トに答えています。 

私たちは、いざという時に頼れる病院・介護施設

であってほしいと思いますが、駆け込んだ病院で働

いているのが「疲れている」ばかりでは…。働く人

たちが元気でいきいきと働ける南医療生協であっ

てほしいと強く願っています。 

⇧中日新聞におりこまれた求人チラシ 



ーーととももににああゆゆむむ裁裁判判ののごご支支援援ををおお願願いいししまますすーー   

安心・安全な医療のために

も 

愛知労働局が認めた労災を 

否定し続ける南医療生協 
梅村さんは、退職後すぐに南労基署に労災の申請 

を行いましたが、労基署は翌年１月、労災を却下の 

決定を下します。梅村さんは、愛知労働局に審査請 

求をするとともに、南医療生協に対し損害賠償求め 

る訴訟（ともにあゆむ裁判）を起こしました。 

２０１０年１１月、愛知労働局は画期的な逆転労 

災認定の決定をくだしました。 

しかし、南医療生協は、いまも裁判で労災を否認 

し続ける一方で、南生協病院は、梅村さんが現在も通院している医療費を、労災保険へ請求をして、受け

取っているのです。働く者の命と健康を守るはずの医療生協なら、労災の事実を認め、原因究明・再発防

止に努めるべきではないでしょうか？ 

ぜひご支援をお願いします。 

全国も注目している裁判 
「ともにあゆむ裁判を支援する会」

が、一昨年５月から集め始めた名古屋

地方裁判所と南医療生協宛ての署名

は、１５０００筆を超えました。 

「医療生協なのに、なぜ職員の労災

を認めないの？」の疑問とともに、支

援の輪が全国に広がっています。 

昨年１月には「支援する南医療生協

職員ＯＢの会」も発足し、地域の組合

員さんたちにも支援する会の会員が

増え続けています。 

南医療生協が労災の事実を認め、実

効力ある再発防止対策・長期休業者の

職場復帰支援にとりくむことを望み

ます。 

 

栄総行動は、「みんなの要求・みんなで実現」

を合言葉に労働組合・民主団体・個人などが、

実行委員会方式で集まり一日総行動を展開す

るとりくみです。１９７８年に始まり、今回で８１回

目の歴史ある市民運動です。 

 今回は、４月１６日に、名古屋市、愛知労働局

など１７ヶ所の官公庁・企業などへ要請行動、集

会、デモ行進を行います。 

  

栄総行動って？ 

 

 

栄総行動実行委員会は、南医療生協に、梅村さんの労災を

認めること、原因究明と再発防止、職員が元気で働き続けら

れる職場づくりを求めて、何度も面談を申し入れてきました

が、「裁判係争中」を理由に南医療生協は断ってきました。 

  

なぜ、市民運動の要請を受けないの？ 

病院職員の健康あっての「よい医療」では？ 
南医療生協は基本方針で、「人間性ゆたかな医療生協人の

育成と、働きがいのある職場づくりに努めます」と掲げてい

ますが、１００億円の新病院の借入金返済のために、職員の

労働条件はますます厳しくなっています。南生協病院が昨年

度参加した、日本看護協会が行っている「看護職のワーク・

ライフ・バランス推進」調査でも、「大切にされていない」

と思っている看護職が２５歳以上の７０％に及ぶという結果

が出ています。 

 医療は、そこで働く職員によって質が決まってきます。職

員の健康こそが、「安心・安全の医療」の土台ではないでし

ょうか？ 

 医療は、建物や設備よりも、そこで働く職員によって質が

変わるものです。職員が健康で生き生き働き続けられる職場

が、「安心・安全の医療」の土台ではないでしょうか？ 

梅村紅美子さんは、大学卒業と同時に南医療生協に就職し 21 年間事務とし

て、「弱いものの立場」に立つ職場に誇りを持って働きました。次々と与えられ

る過酷な責務に耐えて働き続けるなかで、何度も病に倒れましたが、梅村さんは

それでも歯をくいしばって働き続けました。 

しかし南医療生協は、仕事が原因で病気になった職員を支えるのでなく、梅村

さんの「働き続けたい」という必死の思いに寄り添うことなく、切り捨てました。 

梅村さんは、２００８年４月に、退職に追い込まれてしまいます。 


